


















ジアへと移りつつある。1900 年には世界のキリスト教徒人口の 3 分の 2 はヨー


















立している。オリッサ州では 1967 年に，マディヤ・プラデーシュ州では 1968
年に，アルナーチャル・プラデーシュ州では 1978 年に反改宗法が成立し，タ





ト教団体の調査によると，2004 年 7 月までの 10 年間におけるスリランカのキ
リスト教徒への人権侵害は 317 件におよんだ。その内訳は，殺人が 2 件，放火

































































る（14）。マルクス主義的要素をもつ JVP（Janatha Vimukthi Peramuna, 人民解放
戦線）も国民ビク戦線（Jathika Bikkhu Peramuna）という仏教僧の団体と提携
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エア伝道教団をあげている（これら 5 つは全国キリスト教福音派協会 National 


















布教を始めたのは 1980 年代半ばから 1990 年代初めであった。明確な数は明ら



































































統括する団体の女性聖職者は，1992 年から 1997 年まで仏教僧たちから死の脅





















































14 件であったが，2003 年と 2004 年には 146 件になったという報告がある。別
の報告では 2003 年と 2004 年には 200 件以上の人権侵害行為があったとされて









組織別被害数（2002 年から 2004 年 5 月まで）
組織名 被害数
　アッセンブリーズ・オブ・ゴッド教団






　　Margaya Fellowship Church 7
　フォースクエア福音教団
　　Four Square Gospel Church 6
　礼拝ホール教団
　　Prayer Hall Church 4
　ゲトゥセマナ礼拝センター教団
　　Gethsemana Prayer Center Church 3
　キングズ・リバイバル教団





* その他には以下の団体が含まれる：Apostolic Church; Aroma Church; Ceylon Pentecostal
Mission; Christian Assembly; Christian Center; Christian Fellowship Church; Church 
of Our Mother Most Pure; Dutch Reformed Church; Emmanuel Church; Eternal 
Church; Good News Central Church; Gospel Ministries; Harvest Ministries; Heavenly 
Vision; Jeevana Diya Center; Kithu Sevana （“Christian Shelter”）; Lord is Our Strength 
Worship Center; Methodist Church; New Covenant Life Center; New Life Center; New 
Wine Harvest Church; Pentecostal Assembly; Philadelphia Church; Prayer Center; 
Presbyterian Church; Salvation Army; Suva Setha Sevaya; Suwa Dahara Independent 
Church; Voice of Prayer Church; Voice of Prophecy; Zion Church.
　
出典：Bob Turner, Recent Violations of Religious Freedom in Sri Lanka: A Report by Jubilee
Campaign USA, August 4, 2004, http://www.responsibleresources.org/reports/Jubilee%20
Campaign%20Sri%20Lanka%20Report%208-4-04.doc （2009 年 12 月 19 日にアクセス）
から作成。










イトハウス教団（The Lighthouse Church）, 祈りの塔教団（The Prayer Tower 
Church）, ミズパー礼拝ミニストリ （ーThe Mizpah Prayer Ministry）, カルバリ ・ー
チャペル教団 , アッセンブリーズ・オブ・ゴッド教団 , ヴァインヤード・コミュ
ニティ教団（The Vineyard Community Church）などであるが，カトリックの
学校やオランダ改革派，メソジストの教会なども被害を受けた（43）。これらす
べては仏教徒によるもので，仏教僧が関わっているものも多い。
　キリスト教への攻撃は 2008 年になっても続いていた。たとえば 2008 年 3 月
には，ゴール県のある牧師の家を 200 人の群衆が取り囲み，牧師に対して死の
脅迫を与えた後に教会施設に放火する事件があった。この年の 2 月にも東部の
アンパラにある House Church Foundation という教団の牧師が二人の男に射殺
された。この牧師は約 6 ヶ月にわたって脅迫電話を受けていたという（44）。
　ところで，反キリスト教感情が高まり，教会などが攻撃されるなかで，
JHU（Jathika Hela Urumaya: シンハラ民族の遺産）という政党が仏教僧たちに
よって 2004 年 2 月に設立された。JHU のルーツはシハラ・ウルマヤ（Sihala 
Urmaya: シンハラ人の遺産）という政党であるとされる。シハラ・ウルマヤは
仏教僧ではなく在家仏教徒のナショナリストたちによって 2000 年 4 月に設立

















とも彼らは主張する。JHU は設立から 2 ヶ月後の 2004 年 4 月 2 日の総選挙に
おいて 200 人以上の仏教僧を立候補させ，9 名を当選させた。彼らが当時強く

























































　別の反改宗法案を 2004 年 7 月に提出したのは JHU であった。この法案は「強
制改宗禁止法案」と名付けられたものである。この法案はまず第 1 に，「強制
力の使用，誘い（allurement），あるいはあらゆる詐欺的手段」によって改宗さ





法案成立のためには議会の 3 分の 2 の賛成と国民投票が必要であるという裁定
を下した（53）。
　JHU は 2005 年 3 月に再び「強制改宗禁止法案」という同じ名の法案を提出
した。これは前年に出されたものと内容においても同じであり，違憲とされた
部分も修正されていなかった。この法案は議会の常任委員会に送られた。しか
し，2005 年 11 月にマヒンダ・ラージャパクサが新しく大統領になると，あら
ゆる法案は審議停止とされ，それにともないこの反改宗法案も廃案となった。




5 年の刑，もし年少者や女性などを改宗させた場合は 50 万ルピーの罰金と 7













　こうして 2010 年 1 月の時点ではこの法案は成立していない。しかしこの法
案の成立を求める動きがかなり強いことは間違いなく，再提出される可能性は
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